
























段階的に発表される防災気象情報と対応する行動

大雨が降り出したら

　危険が迫ったときは、市役所や消防署等から避難の呼びかけをします。
　呼びかけがあった場合には、速やかに避難してください。

※豪雨時の屋外の移動は車も含め危険です。やむをえず車中泊する場合は、浸水しないよう周囲の状況等を十分に確認してください。

※1 市町村が災害の状
況を確実に把握でき
るものではない等の
理由から、警戒レベ
ル5は必ず発令され
る情報ではありませ
ん。

※2 避難指示は、これま
での避難勧告のタイ
ミングで発令されるこ
とになります。

※3 警戒レベル3は、高
齢者等以外の人も
必要に応じ普段の
行動を見合わせ始め
たり、避難の準備をし
たり、危険を感じたら
自主的に避難するタ
イミングです。
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50cm

大人（女性）
50cm

大人（男性）
70cm

洪水時の避難のポイント

人が行動できなくなる水位 車と水位（道路冠水時の目安）

●浸水のおそれがない自宅の上階や近くの高層ビルに避難する「垂直避難」や、
●安全な親戚・知人宅へ避難することを検討しましょう。
●ご自身で避難先を確保できない方は避難所へ避難してください。

■安全な服装で
　ヘルメットなど
をかぶり、ひもで
しめられる動きや
すい運動靴
をはく。

■ロープを使って
　お互いのからだを
ロープで結ぶ。子ども
から目を離さない。

■深さに注意
　水深が50㎝
を上回る（ひざ上
まで）場所や、水
深50㎝以下で
も水の流れが速
い場所なら、無
理をしないで高
所で救援を待つ。

■足元に注意
　水面下には
マンホールや
側溝などがあ
り危険です。長
い棒を杖がわ
りにして確認し
ながら歩く。

■子どもや高齢者に
　配慮する
　高齢者やけが人、
病人は背負って避
難する。幼児なら浮
き袋などを利用して
安全の確保をする。

水位 20cm
水位 50cm
水位 70cm

子どもが行動できなくなる
大人の女性が行動できなくなる
大人の男性が行動できなくなる

水位 10cm
水位 50cm
水位 70cm

ブレーキが利きにくくなる
車体が浮き気味になる
ドアが水圧によって開けられなくなる

30cm

10cm
20cm

50cm
70cm子ども

20cm

台風や大雨による風水害から「避難する」＝「安全を確保する行動をとる」ことです

0～0.5m

0.5～1m

1～2m

2～5m

大人の膝までつかる（床下浸水）

大人の腰までつかる（床上浸水）

1階の軒下まで浸水する

2階の軒下まで浸水する

5m以上 2階の屋根以上が浸水する

雨風が強くなる前に
早めの避難 を



土砂災害の基本知識

土砂災害とは
　土砂災害警戒情報は、大雨に
よる土砂災害発生の危険度が高
まったとき、市長が避難情報を発
令する際の判断や住民の自主避
難の参考となるよう、都道府県と
気象庁が共同で発表する防災情
報です。

土砂災害の種類と前ぶれ現象

土石流、がけ崩れが発生したら

■土石流
　長雨や集中豪雨などによって、
土砂が水と混ざり河川などを一
気に流れる。

■利用上の留意点
　土砂災害警戒情報は、降雨の状況から予測可能な土砂災害のうち、避難
指示等の災害応急対応が必要な土石流や集中的に発生する急傾斜地崩壊
を対象としています。技術的に予測が困難である地すべり等は、土砂災害警
戒情報の発表対象とはしていません。また、個別の災害発生箇所・時間・規模
等を詳細に特定するものでもありません。

■早期避難をお願いします
　土砂災害警戒情報等が発表されていなくても、斜面の状況には常に注意
を払い、普段と異なる状況に気がついた場合には、直ちに周りの人と安全な
場所に避難してください。

前ぶれ現象土砂災害の種類

■地すべり
　地下水や重力の影響によって
斜面の一部や全てが斜面下方
に移動する。

■がけ崩れ・山崩れ
　雨水がしみこんで、やわらかく
なった斜面が急激に崩れ落ちる。

土石流のスピードは時速20～40ｋｍととても速く、
背を向けて逃げてもすぐ追いつかれてしまいます。
土砂の流れる方向に対して直角に逃げて、できるだ
け離れましょう。
がけ崩れは、がけの高さの２倍程度の距離まで到
達すると言われています。がけ崩れが発生したり、前
兆現象を発見したらできるだけ遠くに逃げましょう。

土砂災害警戒情報・土砂災害危険度
情報は愛知県建設局砂防課のホーム
ページをご覧ください。

https://www.sabo.pref.aichi.jp/
ホームページはこちら
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●山鳴りがする
●雨が降り続いているのに川の水位が下がる
●川がにごったり、流木が多く見られるようになる
●腐った土のにおいがする

●がけからの水がにごる
●地下水やわき水が止まる
●斜面のひび割れ、変形が見られる
●小石が落ちてくる
●がけから音がする

●地面にひび割れができる
●井戸や沢の水がにごる
●がけや斜面から水が噴き出す
●家や壁に亀裂が入る
●家や壁、樹木、電柱が傾く



風水害の基礎知識

竜　巻
　竜巻注意情報は、積乱雲の下で発生する竜巻、
ダウンバースト等による激しい突風が発生しやすい
気象状況になったと判断された場合に発表します。 
　この情報の有効期間は、発表から1時間です。
　（続けて、２報、３報となる場合もあります。）

（気象庁による）

竜巻が間近に迫った場合の身の守り方 

■住宅内では
●窓から離れる。 
●地下室か最下階へ移動する。 
●できるだけ家の中心部に近い窓のない部屋に移動する。 
●顔を下に向け、できるだけ低くかがんで、両腕で頭と首を守る。 

■オフィスビル・病院・高層ビルなどにいるときは 
●窓のない部屋や廊下等へ移動する。ガラスのある場所からは離れる。 
●ビル内部の階段室も避難場所となる。その際、可能なら下の階へ移動する。 
●顔を下に向け、できるだけ低くかがんで、両腕で頭と首を守る。 
●エレベーターは停止する恐れがあるので乗らない。 

■外にいるときは 
●近くの頑丈な建物に避難する。 
●頑丈な建物が無ければ、飛散物から身を守れるような物陰に身を隠し、頭を抱えてうずくまる。 
●強い竜巻の場合は、樹木や自動車などであっても飛ばされる恐れがあるので、自動車の中などでも
頭を抱えてうずくまる姿勢をとる。 

日本では、様々な
気象条件のもとで
竜巻が発生

日本では、様々な
気象条件のもとで
竜巻が発生

日本では、様々な
気象条件のもとで
竜巻が発生
● 台風に伴う竜巻（進行方向の右前方で発生しやすい）
● 低気圧や前線（寒冷前線や梅雨前線）に伴う竜巻
●寒気の流入に伴う竜巻 など

いずれも積乱雲や
積雲が発生しやすく
なっています。

いずれも積乱雲や
積雲が発生しやすく
なっています。

下降気流が発生し、それが地表付近で周囲に広がり、破壊的な強風（ダウンバースト）をもたらすことがあります。
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